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　流星藪が5個以上の，一2等乃至＋1等のあたりでは，幾分青白系統の流星数
の比が大であるが，これを以て断定は下し難い．
　馨6．50個口流星像の光度攣化を調べて，圖にしたのが第410－411頁である．
各圖の下側に入れた旺劃は，特に歎宇を記入したものの外は，青光黙より角度
1。つつの位置である．1。以下のものは0，5。を入れ，特に長経路のものは5。つつ
にした．何れも，左端が獲光黒占，右端が清滅貼である．（第400頁斜照）
　この光度曲線を，下の如き規律で分類を試みたe
　　A．光のほ讐一様な，滑らかなもの；（Uniform　and　smooth）
　　B．極大は1回で，光度半白一般に徐々なるもの；（Amaximum；slow）
　　C．2回，若しくは其れ以上の，極大を有するもの；（More　matiima）
　　D。著しき急速なる攣動あるもの；（Rapid　variations）
　　E．経路の末端近く著しき爆獲的壇光あるもの．（Explosion）（Table　6）
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　これ（Table　6）によって見らるs如く，　C型が最も多く，全数の牛以上を占
め，次でB型が多く，全twゐ　y4を占めてみる．流星群に属するもののみの百
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分率は，全流星の百分率と
大差はない．
　次に，最大光輝の位置で
あるが，先づ，最大光輝の
位置があまり明瞭でなV、も
の（2個），同程度の極大2個
あるもの（6個），浩滅貼叉
は獲光黒占が乾板外にあるも
の（3個），浩滅貼が地上の
景物にがくれたるもの（1
個）及び，経路の30％以上
が最大光輝の光を持引せる
もの（5個）を除いて，最大
光輝の位置がかなり明瞭な
るもの（33個）の位置を測定
した．この位置を，嚢光黒占
よりろioつつに分けて統計
すると，次表（Table　7）の
通りとなる．
　亥表に於て，流星群に属
する流星の最：大光輝が他の
ものよ．りも午均して，後方
に（浩滅顯に近く）ある様で
ある．4個の流星群中，獅
子魚群に回する流星は，揃
って0．7以後に最大光輝を
示し，ペルセ群では，これ
と逆の結果になってみる．
他の2流星群は，最大光輝
が廣範園に分布してみる．
　壱7．　以上で一先づ摘筆
することにする．・爲眞板上
の経路から輻射勲決定の仕
事が残って居り，又，肉眼
観測の誤差の研突調査も営
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（Table　7）
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然論じ得る資料がある．一・：方，光度曲線も，もっとつきつめた研究をすべきで
あったが，稜表が遷延するのを恐れるので，．これらは次回にゆつる事とした．
以上で，吉井氏の功績が如何に大であるか御承知を願ひたい．（1940－9－15）
ABSTRACT：　Table　1　shows　the　annual　numbers　of　the　photographed　me－
teors．　Table　2　shows　details　of　those　accompanied　with　visual　observations．
Tables　3，　4　and　5　are　some　statistical　analysis　according　to　swarms，　magni－
tudes　and　cDIDurs　respectiyeSy．　The　50　figures　（scales　are　usually　given　by
degree　unless　otherwise　stated）　show　the　photometric　variations　of　each　dis－
play　along　its　path，　which　are　also　analysed　according　to　their　types　of　cur・
ves　in　Table　6．　Table　7　gives　the’р奄唐狽窒奄b浮狽奄盾氏@of　the　rnaximum　brightness
along　the　path　scaled　each　by　the　tenth　of　the　whole　length．　The　Leonids
are　decidedly　revealed　to　be　maximum　in　the　latest　part，　as　compared　with
otherg．．　More　detailed　studies　will　follow．　（September　15，　1940．）
